





















（Description of the Peace 
Studies Program）
２．学修法について





　　（The Period of Consolidation）
５．1959年～1965年：不安定期
　　（The Period of Uncertainty）
　　（以上，本号（2））
６．1965年～1970年：再建期
　　（The Period of Rebuilding）
７．未来への提言
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北　星　論　集（文） 　第 56 巻　第２号（通巻第 69 号）
生が３回すべて履修し，１名が２回履修した。
現在，牧師を務める者は，バーク教授の元で
これら３回を履修できたことは特別な喜びで
あったと述べていた。
　４名は『講読科目』の中で出会ったものが
大きな影響を与えたと述べていた。「リベラ
ル教育を真の意味でリベラルにしたものが，
あれらの教材ではなかっただろうか」とある
者は感謝をして述べていた。ある者は「東
洋の古典は私たちに現在の中国やアジアに
ついて多くのことを教えてくれないため，よ
り現代的な内容を盛り込んだ教材とすべきで
ある」と述べていた。４名は，著名な平和創
造に従事した人々の働きや考え方が重要であ
るだけではなく，自分たち自身への問いかけ
も重要であると感じていた。平和学専攻では
ない２名によれば，より大きな歴史という運
動においてソロキンやトインビー，シュバイ
ツァーの理念はとても視野を広げるものであ
り重要であった，とみなされていた。一方で，
ある平和学専攻の学生は幾分かはそこに価値
を見出していた。２名の学生は「対象となる
領域が狭すぎるために，より幅広い歴史哲学
の思想家たちに授業の中で触れさせるべきで
ある」と述べていた。数名は最近の科目にお
けるより幅広いアプローチに対して肯定的で
あった。このグループの学生たちにとって，
特定の書籍に加えて何が読むのに適した書物
であるかについて幾分かより強い同意があっ
た。恐らくは，以前のグループよりもこれら
の書籍に親近感を感じていたためであると考
える。
　どのように平和学での学びが現在の職業で
活かされているか，という問いに対する回答
では，幾つか興味深いコメントがあった。
「（ある主婦の方より）一連に及ぶ平和学での
学びは，私に世界は想像以上に広く，そして
この部屋や街や，そして家族よりもさらに壮
大である，という永続的な気づきを与えて
くれました。子どもの福祉に携わっている
間，私のすべてのアプローチは，この気づき
によってなされ，そしてまたミュアー教授の
人生や科目が私たちに教えてくれた「尊敬」
（reverence）という概念によって色づけら
れていたのでした。」
　別の者は，こうも述べている。
「哲学／神学と国際関係論という私の二つの
学びはマンチェスター大学で花開いたのでし
た。これは創造的な緊張関係にあります。私
は職業上の目標を神学校の最終学年を終える
までは決めることが出来ませんでした。この
ような私の古き平和学での学び（個人的な
哲学実践と国際的な関わり）」という二重の
考え方は，私を未決定と緊張に置いたので
した。しかし，これが良かったのです。平和
学は，もしも私がロシア研究のような国際関
係論の領域に行っていたならば，もっと「勝
利を勝ち取った」ということになっていたこ
とでしょう。牧師職という私の決定は，ミュ
アー教授の考え方を受け入れてのことでした
が，彼女の神学体系は受け入れがたかったの
です。私は文化的にも人種的にも様々な教会
に仕え，そして近隣地域で積極的に教会に関
わってきました。私は社会サービスや国際的
な関わりへと容易に変更することも出来まし
た。しかし，最近になって私は将来には受け
るかもしれませんが，ある海外でのポストを
断ったのです。平和学で学んだことが，牧師
職をより創造的に，そしてわくわくするもの
にしたのです。シカゴにおけるアフリカ系ア
メリカ人コミュニティ組織における私の積極
的な関わりは，部分的には平和学での学びや
関わりへと起源を追うことが出来ると思いま
す。」
　この人の言葉は，この時期の回答者の多く
が持つ感情をよく表している。国際問題のみ
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1948年から1970年までのマンチェスター大学平和学専攻の学生達のための教育ならびにキャリア開発について
（参考ウェブサイト）
Brethren Service Center
http://www.brethren.org/brethrenservicecen
ter/（最終アクセス日：2018年11月５日）
Heifer International
https://www.heifer.org/ （最終アクセス日：
2018年11月５日）
ならず，社会への奉仕や国内の諸問題の両方
により強い関心を示し続けているのである。
当面の間は少なくとも一つの仕事に従事する
のが大多数にもかかわらず，職業選択につい
てはいまだ幾分か色々な選択肢に開かれてい
て柔軟性があるように感じられる。平和学プ
ログラムは関心や動機づけという意味では今
でも妥当性があるように思われるが，しかし
数多くの特定の考えを教える科目は廃止され
てしまった。初期のグループの意見や職業と
比較すると，このグループは，いまだに創造
的な緊張や変化の中にあることが見て取れ
る。宗教的な動機付けや姿勢はまさに現実的
ではあるが，しかしむしろ異端であるが決し
て偽善的なものではない。以下に述べるハー
バード大学の公衆衛生トレーニング上級プロ
グラムにおいて医師をしている学生からの遠
距離電話は，このグループの感情を表してい
る。彼はちょうど休暇から戻ってきたばかり
であり，もしも質問紙への返答が遅くなった
としても役立てるであろうか，と尋ねてきた
のである。「質問紙に記入するという大変な
作業は，私の思考において何がいまだ定まっ
ていないのかについて考えるのに役立ちまし
た。私がマンチェスター大学を卒業してから
も，なおいっそう様々な関心を持ち続けてい
ることがよくわかりました。」
